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生活安全保障

　大型連休も明け、参議院選挙の公示までは、あと２カ月とな
りました。党の選対委員長として、全国を飛び回り進めてきた
候補者擁立作業もやっと一息つき、今後は、各選挙区の情勢を
分析しながら具体的なてこ入れ策を検討していくことになりま
す。目標としてきた過半数の女性候補擁立も公認候補では達成
することができそうです。全国規模の国政政党としては画期的
なことだと思います。立憲民主党では、ただ擁立して終わりではなく、女性候補者支援チー
ムを立ち上げ、女性候補特有の悩み事への相談体制の整備、研修の実施、ベビーシッター代
の補助等具体的な支援も行っています。
　また、他の野党との関係についても、特に「一人区」において、政権与党に厳しい審判を
下すため、候補者調整を行う方向で合意し、調整作業を進めています。
　総理周辺からは、夏の参院選で与党過半数を維持すれば、国政選挙の予定がない「黄金の
３年」を手に入れることができ、長期政権も視野に入ってくるとの声が聞こえてきます。一
強政治を阻止し、与野党が拮抗する緊張感のある政治を実現するため、野党第一党の立憲民
主党が果たすべき役割は重要です。

　我々は、これまでも「国民の生活が第一」といったように、国民「生活」というのを常に大
事にしてきました。そこで、今、足もとではウクライナでの戦争で国家の防衛、安全保障に関
心が集まっていますが、食料、エネルギー、経済、防衛などの各種安全保障を「生活」を起点
に再構築し、一人ひとりの「生活」の安全を保障する「生活安全保障」を新たなキーワードと
して訴えていきたいと思っています。
　生活安全保障の３本柱の一つは、「物価高と戦う」。生活を破壊する急激な物価高に、政府・
日銀は何ら有効な手を講じていません。円安放置のアベノミクスから脱却を図り、ガソリン・
小麦の値上がり防止、消費税を時限的に５％に減税することで家計の支出を減らします。物価
が上がる一方で、給料が増えなければ暮らしが苦しくなるのは当たり前です。約３０年間、平
均賃金がほとんど上がっていないのは先進国の中で日本だけです。最低賃金を段階的に１,５
００円に引き上げるとともに、高齢者には「物価に負けない年金」を保障します。
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1. 参院選まであと２ヶ月

2. 「生活安全保障」

　第２の柱は、わが国の将来の安全を保障する「教育の無償化」です。日本の競争力低下の要
因の一つは、教育投資や科学研究費に十分の予算を確保してこなかったことにあります。また、
高額な学習費負担は家計の大きな負担となっています。小中学校の給食費無償化、高校・大学
授業料の無償化、児童手当の延長と所得制限撤廃などを通じて、子育て関連支出を欧米先進国
並みのＧＤＰ比３％台に引き上げます。
　第３の柱は、着実な安全保障、我々は政権を担った経験のある唯一の野党として外交・安全
保障に正面から向き合います。サイバー・宇宙・電磁波などの新領域や情報戦への対応、尖閣
を守る領域警備法の制定などまずできることを着実にやるべきです。ウクライナでの戦争を機
に、核共有とか敵基地攻撃能力の保有というは、あまりに短絡的であり、非核三原則や従来の
「盾と矛」の日米安全保障体制を根幹から覆すことになることを十分考えた上で言っているこ
ととは思えません。
　立憲民主党は、「生活安全保障」を旗頭に、命と暮らしの視点から、日本を力強く再生さて
いきます。
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課題②

課題①

携帯電話値下げ効果がなくなる
2022 年 4月は、前年同月比２％
を超える見通しです。一方で、
収入は上がらず、物価高が家計
を直撃しています。

幼稚園から大学まで全て公立
でもトータル 1,213 万円かか
り、住居費と並び教育費が家
計を圧迫しております。

「生活」を脅かす課題

▶昭和４６年４月１３日生まれ　▶京都大学 法学部卒
▶国会職員、在アメリカ大使館二等書記官、
　衆議院議員　馬淵澄夫政策担当秘書を経て、
　平成２１年第４５回衆議院議員総選挙で初当選。
　以来、連続 5期当選。

▶党務では、青年局長などを経て、
　現在は選挙対策委員長に就任

▶小学生２人の男の子のパパ。
　ニックネームは「オニケン」

▶国会では、消費者特別委員会、懲罰委員会に 
　所属
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